
宇土市宮
みやの

庄
しょう

町にある轟貝塚。そこは約６千年の時をこえた，縄文
じょうもん

時代
じ だ い

の遺跡

です。人々が食べた貝の殻などがうず高く積もったこの場所は，大昔の人々が

何を食べたか，当時の暮らしはどんなものだったか，あるいは当時の気候はど

うだったかなど，昔の情報がたくさん眠っている，いわば縄文時代のタイムカ

プセルです。また，ここから多く出土する土器は「轟 式
とどろきしき

土器
ど き

」と呼ばれ， 

九州の縄文時代を代表する土器のひとつとして知られています。 

 明治・大正時代から多くの考古学者を魅了したこの遺跡で，実際に発掘調査を体験していただく体験発

掘を実施します。多くのみなさまのご参加をお待ちしております！ 

 

   
発掘のようす         掘り上げた土の中から，たくさんの遺物が出てきます。これらの検討が，昔の人の 

生活を考えるヒントになります。 

 

  

日    時 ： 平成 26 年 11 月 24 日（月・勤労感謝の日 振替休日） 

            午前 9:30～12:00 （小雨決行） 

               受付 9:00～ 

   集合場所 ： 水源前広場 

（宇土市石橋町 轟水源から東へ約 150m） 

   参 加 費 ： 50 円（保険料） 

   申し込み ： 下記の問合せ先まで，氏名・住所・年齢・ 

           電話番号をお知らせください。 

           （11 月 20 日（木） 締切） 

   お問合せ先 

    〒869-0433 宇土市新小路町 95 

     宇土市教育委員会文化課 

     TEL：0964-23-0156（直通） FAX：0964-58-1005 

     E-mail ： bunka03@city.uto.lg.jp 

 

※当日は汚れても良い，動き易い服装でご参加ください。 

 

昭和 41（1966）年 

 慶応
けいおう

大学による発掘調査風景 

とどろきかいづか 

★ 
水源前広場 


